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一

　問
い
か
け
の
所
在

１
　
主
題

　「切
支
丹
」（『
対
治
邪
宗
』
で
は
「
喜
利
志
袒
」
と
さ
れ
る
が
、
本
稿

で
は
通
例
の
「
切
支
丹
」
と
す
る
）
を
い
か
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ

の
主
題
を
考
え
る
こ
と
が
比
較
思
想
の
方
途
と
な
る
。「
切
支
丹
」
と
は
、

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
を
指
す
。
一
般

的
に
、
キ
リ
ス
ト
者
と
は
、
唯
一
の
神
か
ら
こ
の
世
に
遣
わ
さ
れ
た
独
り

子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
歩
み
を
模
範
と
し
て
生
き
る
信
仰
者
で
あ
る
。

　し
か
し
、
い
か
な
る
立
場
で
生
き
る
の
か
に
よ
っ
て
、「
切
支
丹
」
の
理

解
の
仕
方
は
異
な
っ
た
様
相
を
帯
び
る
。
政
治
外
交
的
に
危
険
視
す
る

か
、
他
宗
教
的
に
排
斥
す
る
か
、
キ
リ
ス
ト
者
の
立
場
に
立
っ
て
生
き
る

か
、
歩
み
方
に
よ
っ
て
「
切
支
丹
」
理
解
は
全
く
別
の
方
向
性
を
取
る
。

本
稿
で
は
一
六
四
八
年
の
『
対
治
邪
宗
論
』
を
研
究
上
の
素
材
と
し
て

「
切
支
丹
」
理
解
の
多
層
性
と
そ
の
現
代
的
意
義
を
見
究
め
る
。

２
　
方
法
論

　研
究
方
法
と
し
て
、
比
較
思
想
の
視
点
で
認
識
論
を
中
心
に
し
た
考
察

を
心
が
け
る
。
そ
の
際
に
、
⑴
従
来
の
西
欧
中
心
主
義
的
な
認
識
の
仕
方

を
改
め
、
⑵
世
界
の
諸
地
域
の
同
時
代
史
を
輪
切
り
で
理
解
す
る
。

　⑴

　従
来
の
西
欧
中
心
主
義
的
な
認
識
の
仕
方
を
改
め
る

　近
年
、
こ
れ
ま
で
西
欧
で
発
展
し
て
き
た
従
来
の
歴
史
学
の
方
法
論
自

体
が
劇
的
な
転
換
を
遂
げ
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
新
大
陸
を
発
見
し
た

一
四
九
二
年
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
的
な
歴
史
観
は
、
も
は
や
通
用
し

な
い
。
つ
ま
り
、
地
中
海
世
界
以
外
の
諸
地
域
に
元
々
住
ん
で
い
た
現
地

人
の
立
場
か
ら
眺
め
た
歴
史
記
述
の
積
み
重
ね
が
、
よ
う
や
く
方
法
論
化

さ
れ
て
新
た
な
潮
流
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
リ
ズ
ム
（
脱
植
民
地
主
義
的
な
視
座
）
の
時
代
の
歴
史
学
の
方
法
論
が

今
日
の
標
準
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
様
の
視
座
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｊ
・

〈
特
集
３
　
今
、
比
較
思
想
の
方
法
論
を
問
う
　
第
四
回
〉

阿

　部

　仲
麻
呂

　

　十
七
世
紀
に
お
け
る
世
界
認
識
の
多
層
性
に
つ
い
て

│
一
六
四
八
年
の
『
対
治
邪
宗
論
』
に
み
る
切
支
丹
理
解
を
め
ぐ
っ
て

│



73 │ 十七世紀における世界認識の多層性について

『
一
六
八
八
年

―
バ
ロ
ッ
ク
の
世
界
史
像
』（
原
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
4
（

）

で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ズ
は
、
一
六
八
八
年
の
世
界
各
地
の
事
象
を
横
並
び
に

眺
め
て
そ
の
横
断
面
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
こ
の
時
代
の
世
界
の
動
き
を
輪
切

り
に
し
て
理
解
し
、「
バ
ロ
ッ
ク
的
な
状
況
」
と
し
て
解
釈
す
る
。
も
ち

ろ
ん
、
本
稿
が
扱
う
の
は
一
六
四
八
年
な
の
で
、
ウ
ィ
ル
ズ
の
問
題
意
識

と
し
て
の
一
六
八
八
年
の
横
断
面
的
研
究
と
は
直
接
的
な
結
び
つ
き
は
な

い
が
、
方
法
論
と
し
て
は
有
意
義
な
も
の
と
し
て
参
照
出
来
る
。

二

　問
い
か
け
の
前
提

１
　
一
六
四
八
年
と
い
う
背
景

　日
本
に
お
け
る
一
六
四
八
年
（
正
保
五
年
）
は
、
様
々
な
立
場
の
物
の

見
方
が
交
錯
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
宗
教
的
な
見
地
か
ら
言
っ
て
も
、
神

道
・
儒
教
・
仏
道
・
基
督
教
と
い
う
複
数
の
立
場
が
並
び
立
っ
た
。
さ
ら

に
、
政
治
・
外
交
・
経
済
活
動
（
貿
易
）・
軍
事
（
侵
略
）
と
い
う
要
素

も
絡
む
の
で
、
多
様
な
認
識
の
仕
方
が
同
時
進
行
で
遂
行
さ
れ
た
。

　と
こ
ろ
で
同
時
期
の
世
界

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
域

―
に
お
い
て
は
、

哲
学
的
に
み
れ
ば
認
識
論
の
研
究
が
隆
盛
を
極
め
た
。
一
六
四
八
年
は
、

世
界
初
の
近
代
的
か
つ
大
規
模
な
国
際
条
約
と
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ス
ト
フ

ァ
リ
ア
条
約
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
、
ド
イ
ツ
の
六
六
の
諸
侯
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
の
代
表
が
参
列
）
に
よ
り
三
十

年
戦
争
（
一
六
一
八
│
四
八
年
）
が
終
結
し
た
年
で
も
あ
る
。
長
ら
く
続

い
た
宗
教
戦
争
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
十
六
世
紀
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
ル
タ
ー
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

ボ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
『
宣
教
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
』
上
下
巻
（
東
京
ミ
ッ
シ

ョ
ン
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）
1
（

）
で
も
、
す
で
に
強
調
さ
れ
た
。

　従
来
の
西
欧
中
心
主
義
的
な
認
識
の
仕
方
を
改
め
る
歴
史
学
研
究
を
主

導
し
た
ノ
ー
マ
ン
・
Ｊ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
『
歴
史
学
の
未
来
へ
』（
法
政
大

学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
れ
ば）

2
（

、
各
人
は
、
①
従
来
の
偏
狭
な
見

方
か
ら
解
放
さ
れ
、
②
主
観
的
な
自
我
に
囚
わ
れ
ず
に
時
間
の
経
過
を
辿

り
、
③
他
者
性
を
理
解
し
、
④
絶
え
ず
自
ら
の
偏
狭
さ
を
是
正
し
、
⑤
個

人
の
み
な
ら
ず
我
々
の
共
同
体
の
集
合
的
記
憶
の
根
底
に
潜
む
過
去
の
記

憶
と
対
峙
し
、
⑥
新
た
な
疑
問
を
設
定
し
つ
つ
も
熱
心
に
真
摯
に
応
え
続

け
る
よ
う
に
、
新
た
な
歴
史
学
の
学
び
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　キ
リ
ス
ト
教
を
例
に
考
え
た
場
合
、
日
本
で
宣
教
す
る
際
に
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
地
域
で
熟
成
し
た
神
学
体
系
の
説
明
言
語
を
用
い
ず
に
、
そ
の
核
心

を
つ
か
み
な
が
ら
も
地
域
人
に
通
じ
る
表
現
に
置
き
か
え
る
作
業
が
欠
か

せ
な
い
（
解
釈
）。
そ
の
作
業
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ナ
ザ
レ
ン
教
団
の

石
田
学
が
す
で
に
成
し
遂
げ
た）

3
（

。
と
も
か
く
、
今
日
の
キ
リ
ス
ト
教
自
体

も
「
ユ
ダ
ヤ
的
な
表
現
」・「
地
中
海
世
界
的
な
表
現
」・「
地
球
規
模
的
各

地
域
的
（
グ
ロ
ー
カ
ル
）
な
表
現
」
と
い
う
三
段
階
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

の
最
前
線
を
突
き
進
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

　⑵

　世
界
の
諸
地
域
の
同
時
代
史
を
輪
切
り
で
理
解
す
る

　そ
れ
か
ら
、
比
較
思
想
の
研
究
を
遂
行
す
る
う
え
で
世
界
の
諸
地
域
の

同
時
代
史
を
輪
切
り
で
理
解
す
る
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。「
巨
視
的
歴
史

理
解
」（G

lobal H
istory

）
あ
る
い
は
「
地
球
規
模
的
な
歴
史
研
究
」
と
い

う
研
究
方
法
を
提
案
す
る
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
ズ
（
別
宮
貞
徳
監
訳
）
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「
是
寸
喜
利
志
徒
」
は
釈
迦
に
弟
子
入
り
し
て
お
り
、
釈
迦
の
振
る
舞
い

を
学
ん
で
か
ら
外
道
を
説
く
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。「
是
寸
須
の

人
と
な
り
や
胆
大
麁
心
、
虚
妄
巧
見
。
釈
氏
に
帰
す
と
い
へ
ど
も
、
た
だ

そ
の
名
相
を
学
び
、
そ
の
窮
玄
に
到
ら
ず
。
偽
り
て
釈
氏
の
法
相
を
竊
み
、

還
、
外
道
邪
見
を
な
す）

7
（

」。
し
か
し
な
が
ら
、
釈
迦
と
イ
エ
ス
と
で
は
歴

史
的
な
活
躍
の
時
代
も
異
な
る
の
だ
か
ら
、
イ
エ
ス
が
釈
迦
に
直
接
的
に

弟
子
入
り
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
、
釈
迦
の
教
え
の
優
位
性
を

強
調
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
便
と
し
て
「
イ
エ
ス
の
弟
子
入
り
」
と
い
う

話
題
を
提
示
す
る
。「
是
寸
喜
利
志
徒
」
が
、
な
ぜ
外
道
邪
見
を
な
す
の

か
と
言
え
ば
、「
名
を
改
め
て
そ
の
実
を
執
る）

8
（

」
か
ら
で
あ
る
（
表
面
上

の
呼
び
方
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な
が
ら
も
、
実
は
昔
と
同
じ
中
身
を
人
々

に
対
し
て
示
す
）。
①
泥
鳥
須
、
②
安
助
、
③
頗
羅
夷
曾
、
④
跗
婁
伽
倒

利
夜
、
⑤
因
辺
婁
濃
、
⑥
婆
宇
低
寸
茂
、
⑦
混
毘
三
、
⑧
十
の
麻
駄
免
徒
、

⑨
毘
婁
善
、
⑩
恵
寸
苦
茂
餓
阿
徒
、
⑪
麻
三
の
菓
、
⑫
混
多
須
（
信
徒
が

用
い
る
ロ
ザ
リ
オcontas

）、
⑬
苦
利
喜
物
（
殉
教
者
の
遺
物
）、
⑭
阿
段
・

恵
和
、
と
言
う
よ
う
に
十
四
の
項
目
を
仏
教
の
立
場
の
項
目
と
対
応
さ
せ

て
批
判
す
る）

9
（

。
仏
教
の
立
場
で
は
、
①
梵
天
王
（
バ
ラ
モ
ン
教
の
宇
宙
創

造
神
）、
②
諸
梵
衆
、
③
天
堂
、
④
人
道
（
人
間
界
の
こ
と
）、
⑤
地
獄
、

⑥
灌
頂
、
⑦
懺
悔
、
⑧
十
善
戒
、
⑨
比
丘
尼
、
⑩
錫
杖
、
⑪
地
餅
林
藤
、

⑫
数
珠
、
⑬
罪
び
と
の
死
骨
を
取
り
仏
舎
利
に
擬
す
、
⑭
男
女
の
始
祖
、

と
言
う
十
四
の
項
目
で
呼
ば
れ
て
い
る
事
柄
と
、
先
に
掲
げ
た
キ
リ
ス
ト

教
の
立
場
の
十
四
項
目
は
対
応
し
て
い
る）
10
（

。

　さ
ら
に
「
是
寸
須
、
人
の
浮
沈
に
拘
ら
ず
、
た
だ
邪
党
を
結
び
国
を
奪

を
始
め
と
し
て
様
々
な
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
が
相
互
に
対
立
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
則
っ
た
世
界
認
識
を
堅
持
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
考
え
合
わ
せ
る
と
、
長
い
戦
争
の
悲
惨
さ
に
よ
っ
て
完
膚
な
き
ま
で
に

痛
め
つ
け
ら
れ
た
欧
州
諸
国
の
諸
宗
教
者
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
う
や
く
戦

争
の
無
意
味
さ
に
気
づ
い
た
。
異
な
る
認
識
を
い
だ
い
て
世
界
を
眺
め
た

者
同
士
の
無
理
解
や
誤
解
を
放
置
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
ば
か
り
か
、
自

己
主
張
よ
り
も
ま
ず
相
手
の
状
況
を
察
す
る
こ
と
か
ら
歩
み
寄
り
を
心
が

け
る
姿
勢
が
重
視
さ
れ
始
め
た
。

２
　『
対
治
邪
宗
論
』
の
概
要

　研
究
上
の
素
材
と
し
て
用
い
る
『
対
治
邪
宗
論
』
は
江
戸
初
期
の
仏
僧

に
よ
る
切
支
丹
理
解
の
書
で
あ
る
。
仏
僧
は
通
説
で
は
雪
窗
宗
崔
述
と
さ

れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
彼
は
天
主
教
の
宗
旨
を
「
喜
利
志
袒
」
と
述

べ
る
。『
対
治
邪
宗
論
』
は
最
初
に
「
喜
利
志
袒
」
の
活
動
の
歴
史
的
な

概
略
を
物
語
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
伝
来
か
ら
説
き
起
こ
し
、
そ
の
後

の
宣
教
の
あ
ら
ま
し
を
つ
ぶ
さ
に
描
く
。
そ
の
際
、
宣
教
の
仕
方
に
も
言

及
す
る
。「
ま
ず
自
法
の
理
路
を
露
さ
ず
、
他
宗
の
教
門
を
謗
ら
ず
。
た

だ
布
施
愛
語
を
以
て
人
を
し
て
そ
の
恩
恵
を
懐
か
し
め
て
後
、
時
々
軟
言

を
出
し
潜
に
自
法
を
讃
し
暗
に
他
宗
を
謗
る
）
5
（

」。

　そ
し
て
『
対
治
邪
宗
論
』
は
「
喜
利
志
袒
」
が
「
三
教
」（
神
道
・
儒
教
・

仏
教
）
を
快
く
思
わ
な
い
こ
と
を
示
す
。「
三
教
を
排
斥
し
諸
神
を
罵
倒

す
。
な
か
ん
づ
く
釈
門
を
謗
る
は
、
甚
だ
切
た
り
。
所
以
は
何
ぞ
。
釈
教

は
未
来
浮
沈
を
説
き
、
そ
の
影
響
自
法
に
似
た
る
故
な
り）

6
（

」。

　そ
の
後
、『
対
治
邪
宗
論
』
は
「
是
寸
喜
利
志
徒
」
の
人
柄
を
攻
撃
す
る
。
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て
阿
る
こ
と
な
く
、
真
っ
向
か
ら
挑
む
姿
勢
を
備
え
る
。

　と
こ
ろ
が
、
一
五
八
七
年
七
月
二
四
日
（
天
正
十
五
年
六
月
十
九
日
）

に
筑
前
箱
崎
に
て
「
伴
天
連
追
放
令
」
を
発
布
し
た
豊
臣
秀
吉
に
始
ま
り

徳
川
政
権
に
お
け
る
歴
代
の
日
本
の
政
治
家
た
ち
も
一
様
に
切
支
丹
を
日

本
の
国
益
を
損
ね
る
侵
略
の
徒
と
し
て
危
険
視
す
る）
13
（

。『
対
治
邪
宗
論
』

の
論
調
に
も
同
時
代
の
政
治
的
な
立
場
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
。
ゆ
え
に

『
対
治
邪
宗
論
』
が
日
本
の
政
治
情
勢
を
民
衆
に
幅
広
く
浸
透
さ
せ
る
意

図
を
備
え
る
こ
と
が
わ
か
る
。
政
治
的
な
立
場
に
則
れ
ば
、
十
七
世
紀
に

は
切
支
丹
の
「
排
除
」
と
い
う
図
式
が
成
立
す
る
。
日
本
の
土
地
に
住
む

と
い
う
こ
と
は
、
十
七
世
紀
に
お
い
て
は
切
支
丹
「
排
除
」
と
い
う
認
識

の
仕
方
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

２
　
神
儒
仏
に
よ
る
「
切
支
丹
」
へ
の
批
判

―
異
質
性

　と
り
わ
け
、『
対
治
邪
宗
論
』
の
記
述
で
は
、
特
に
仏
教
の
立
場
で
の

キ
リ
ス
ト
教
批
判
が
強
調
さ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
仏
教
の
亜
流
と
さ

れ
、
イ
エ
ス
が
釈
迦
に
弟
子
入
り
し
て
か
ら
外
道
へ
と
転
落
し
た
こ
と
が

繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
『
対
治
邪
宗
論
』
が
仏
教
の
立
場
か
ら

の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
と
い
う
体
裁
を
執
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　た
し
か
に
『
対
治
邪
宗
論
』
の
叙
述
で
は
神
道
や
儒
教
に
関
す
る
記
述

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
も
、
執
筆
者
が
仏
教
の
立
場
に
立
脚
し
て
論

述
を
進
め
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
『
対
治
邪
宗
論
』
が
三
教
一

致
の
視
点
に
も
と
づ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
か

ね
る
。
こ
の
点
は
今
後
、
慎
重
に
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　な
お
『
対
治
邪
宗
論
』
の
作
者
の
拠
っ
て
立
つ
仏
教
の
視
点
か
ら
の
み
、

は
ん
と
す）
11
（

」
と
述
べ
、
イ
エ
ス
が
相
手
の
救
い
の
問
題
を
一
顧
だ
に
せ
ず
、

邪
な
党
派
を
結
成
し
て
相
手
の
国
を
簒
奪
す
る
の
を
警
告
す
る
。
同
論
は

『
対
治
邪
宗
論
』
の
終
結
部
で
も
再
度
繰
り
返
さ
れ
る
。「
国
位
を
奪
は
ん

と
欲
す
る
の
宗
門
に
帰
す
る
者
は
、
国
主
水
土
の
恩
に
背
く
）
12
（

」。

三

　十
七
世
紀
に
お
け
る
世
界
認
識
の
多
層
性

　
　
　―「
切
支
丹
」
理
解
を
手
が
か
り
に

　日
本
の
十
七
世
紀
の
「
切
支
丹
」
理
解
を
眺
め
る
と
、
認
識
の
仕
方
の

多
層
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
三
つ
の
類
型
で
整
理
で
き
る
。
ま
ず
第
一
の

類
型
と
し
て
、
日
本
の
為
政
者
に
よ
る
政
治
的
な
立
場
か
ら
み
た
「
切
支

丹
」
へ
の
理
解
の
仕
方
の
特
徴
は
「
排
除
」
を
推
し
進
め
る
姿
勢
で
あ
る
。

次
に
第
二
の
類
型
と
し
て
、
神
儒
仏
に
よ
る
「
切
支
丹
」
へ
の
批
判
と
い

う
理
解
の
仕
方
の
特
徴
は
「
異
質
性
」
の
強
調
に
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
の

類
型
と
し
て
、「
切
支
丹
」
自
身
の
立
場
は
「
あ
か
し
」
を
徹
底
的
に
貫

く
姿
勢
で
あ
り
、
デ
ウ
ス
へ
の
信
頼
と
殉
教
と
い
う
方
向
性
を
と
る
。

１
　
政
治
的
な
立
場
か
ら
み
た
「
切
支
丹
」―
排
除

　『対
治
邪
宗
論
』
で
は
、
イ
エ
ス
が
国
を
奪
う
者
と
し
て
危
険
視
さ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
「
切
支
丹
」
の
立
場
で
イ
エ
ス
を
信
じ
る
者
も
ま
た
国
を

奪
う
者
の
党
派
の
一
員
と
し
て
危
険
視
さ
れ
る
。
イ
エ
ス
を
「
国
を
奪
う

者
」
と
し
て
断
罪
す
る
論
調
が
『
対
治
邪
宗
論
』
に
は
色
濃
く
出
て
い
る
。

し
か
し
『
新
約
聖
書
』
の
四
福
音
書
（
マ
ル
コ
・
マ
タ
イ
・
ル
カ
・
ヨ
ハ

ネ
）
の
記
述
に
も
と
づ
け
ば
、
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
の
イ
エ
ス
は
現
世

的
な
政
治
権
力
に
は
一
切
の
興
味
を
示
さ
ず
、
む
し
ろ
政
治
権
力
に
決
し



76

さ
れ
る
『
イ
ミ
タ
チ
オ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
』（D

e Im
itatione Christi

﹇
キ

リ
ス
ト
に
倣
う
﹈）
の
抄
訳
を
と
お
し
て
十
七
世
紀
の
日
本
に
も
根
付
い

た
。
切
支
丹
は
『
キ
リ
ス
ト
に
倣
う
』
の
抄
訳
を
完
成
し
て
お
り
、

『Contem
ptus M

undi

』﹇
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
・
ム
ン
ジ
﹈（「
こ
ん
て
む
つ

す
む
ん
地
」）
と
し
て
尊
重
し
て
い
た
。

　右
の
「
あ
か
し
」
の
態
度
が
十
七
世
紀
の
切
支
丹
に
よ
る
認
識
の
仕
方

と
し
て
一
貫
し
て
い
た
。
切
支
丹
禁
制
の
政
治
的
認
識
が
通
例
化
し
た
日

本
に
お
い
て
、
数
多
く
の
殉
教
者
の
認
識
の
仕
方
が
十
六
世
紀
後
半
か
ら

十
七
世
紀
を
経
て
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
た
。

四

　問
い
か
け
の
現
代
的
意
義

１
　
世
界
認
識
の
多
層
性
を
ど
う
す
る
の
か

　こ
う
し
て
「
切
支
丹
」
理
解
と
い
う
一
つ
の
事
柄
だ
け
で
も
、
認
識
の

多
層
性
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。「
切
支
丹
」
と
い
う
事
柄
は
当
事
者
た
ち

の
立
場
に
応
じ
て
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
類
型
で
理
解
さ
れ
る
。
ゆ
え
に

「
切
支
丹
」
と
い
う
術
語
そ
の
も
の
が
普
遍
的
な
記
号
と
し
て
は
確
定
出

来
な
い
意
味
の
幅
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　一
つ
の
事
柄
で
も
、
受
け
手
に
よ
っ
て
異
な
る
理
解
の
仕
方
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
実
情
が
「
切
支
丹
」
理
解
に
お
い
て
み
え
て
く
る
。
各

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
物
事
を
認
識
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
と
な

る
。
共
通
理
解
に
到
達
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　そ
れ
で
は
、
世
界
認
識
の
多
層
性
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
各
人
の

認
識
の
仕
方
を
尊
重
す
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
大
事
で
あ
る
。
し
か
し
、

キ
リ
ス
ト
教
批
判
を
為
せ
ば
十
分
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
の
は
肯
ん

ぜ
ら
れ
る
。
作
者
が
仏
教
者
の
場
合
、
切
支
丹
の
立
場
の
者
が
仏
教
の
無

意
味
さ
を
力
説
す
る
状
況
を
何
と
し
て
も
食
い
止
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
神
道
や
儒
教
の
立
場
の
考
察
を
遂
行
す
る
だ
け

の
悠
長
な
ゆ
と
り
が
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
神
儒
仏
に
よ
る

「
切
支
丹
」
へ
の
批
判
が
通
例
と
さ
れ
る
十
七
世
紀
の
日
本
に
お
い
て
『
対

治
邪
宗
論
』
は
特
に
仏
教
を
強
調
点
と
す
る
認
識
の
仕
方
を
ま
と
め
た
論

著
と
な
っ
た
。『
対
治
邪
宗
論
』
は
切
支
丹
を
日
本
の
人
々
の
認
識
の
仕

方
と
は
相
容
れ
な
い
異
質
性
を
備
え
た
危
険
思
想
と
し
て
眺
め
る
。

３
　「
切
支
丹
」
自
身
の
立
場

―
あ
か
し
、
デ
ウ
ス
へ
の
信
頼
と
殉
教

　こ
れ
ま
で
、『
対
治
邪
宗
論
』
の
論
調
が
十
七
世
紀
当
時
の
政
治
情
勢

を
反
映
し
、
そ
の
世
情
に
お
い
て
強
調
さ
れ
た
思
想
信
条
を
ま
と
め
た
作

品
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
で
は
、
切
支
丹
自
身
の
立
場
（「
マ
ル

チ
リ
ヨ
の
栞
」
な
ど
）
は
、
い
か
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
端
的
に
言

っ
て
、
切
支
丹
の
立
場
と
は
「
あ
か
し
」（「
あ
か
し
」
の
ギ
リ
シ
ア
語

M
arturion

﹇
マ
ル
テ
ュ
リ
オ
ン
﹈
は
「
殉
教
」
と
同
等
の
意
味
を
も
つ
）

を
深
め
る
こ
と
に
尽
き
る
。「
あ
か
し
」
と
は
、
い
の
ち
が
け
で
神
（
デ

ウ
ス
）
の
独
り
子
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
頼
を
表
明
し
つ

つ
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
（
デ
ウ
ス
の
慈
愛
は
独
り
子
イ
エ
ス
に
よ
っ
て

現
世
に
顕
わ
に
さ
れ
る
と
解
釈
す
る
の
で
、
独
り
子
イ
エ
ス
へ
の
信
頼
を

堅
持
す
る
こ
と
が
デ
ウ
ス
へ
の
信
頼
と
な
る
）。
あ
る
い
は
「
殉
教
」
と

は
、「
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
至
る
ま
で
の
道
行
き
に
倣
う
こ
と
」
で
あ

る
。
そ
の
視
座
は
中
世
期
の
ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
に
よ
る
黙
想
書
と
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森
和
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四
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シ
タ
ン
を
危
険
視
し
た
理
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つ
と
し
て
、
日
本
人
が
奴
隷
と
し
て
海
外
に
売
り
に
出
さ
れ
た
情
勢
に
キ
リ
ス

ト
教
関
係
者
も
加
担
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
存
し
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
以
下
の
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こ
と
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山
俊
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易
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穂
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航
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應
義
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学
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、
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〇
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ま
ろ
、
基
礎
神
学
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教
義
神
学
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
講
師
）

そ
の
ま
ま
で
は
共
通
理
解
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
共
通

理
解
を
設
定
す
べ
く
人
工
的
な
取
り
決
め
を
法
的
に
確
定
す
る
と
い
う
一

六
四
八
年
当
時
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
精
神
性
が
参
考
と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
条
約
そ
の
も
の
を
国
際
法
上
の
最
上
の
成
果
と
し
て
徒
に

持
ち
上
げ
、
過
大
評
価
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
せ

よ
）
14
（

、
各
国
家
の
利
益
の
み
に
固
執
し
て
、
他
国
と
は
異
な
る
認
識
の
仕
方

を
遂
行
す
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
い
た
従
来
の
政
治
家
た
ち
が
ウ

ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
を
契
機
と
し
て
共
通
認
識
の
枠
を
設
定
す
る
方
向

に
入
っ
た
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。

２
　
課
題

　一
つ
の
事
柄
を
み
て
い
た
と
し
て
も
、
各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
で
異

な
る
認
識
の
仕
方
を
遂
行
し
て
お
り
、
千
差
万
別
の
解
釈
に
到
達
す
る
。

と
い
う
こ
と
は
共
通
理
解
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
日
常
生
活
を
送
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
現
実
が
厳
然
と
し
て
存
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の

よ
う
な
現
実
を
如
何
に
受
け
留
め
て
、
多
数
者
の
多
様
な
認
識
の
仕
方
を

調
停
的
に
相
互
理
解
の
成
り
立
つ
状
況
へ
と
成
熟
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
が
出

来
る
の
か
を
問
う
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
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